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入場料=300円

(明治大学学生 ・教職自、高校生以下の児童 ,生徒及び引率教諭、明治

大学博物館友の会会員、明治大学リバティアカデミー会員、明大カー

ド会員、身体障害者手帳 ・愛の手帳所持者とその介助者は無料)

明治大学al立 ,30周年83念博効館特別展

主  催 =明 治大学|「物館

共同企画=明 治大学バイオ資源化学研究所 明 治大学日本先史文化研究所

後  援 =千 代口区 二 戸市うるし振興室 財 団法人伝城的工芸品を楽振興協会

社働法人日本漆工協会
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(穫胎検形ま器(程文時代|

川□市追跡観査会触

▲ほ格奎形な器|□娯部 鍵文時代|

川D市 追祢調査会威
漆獲 し用遍布1疑文時代|,

"日 市追跡調査会産

“朱漆花烏沈全憶 16～17世紀 lTt球|

清赤市美術館蔵

▲江戸の漆視(江戸時代)彗 館般

0神 程の物■を科学する一漆の科学分析一

0人 はなせ漆を使うのか?一 縄文時代の漆文化―

0歴 史の中の浅器

0ア ジアに広がるな文化

0今 われわれは?一 漆器の現在一

0漆 利用の可能性を拓く一次世代高機能材料としての漆開発一

▲1950年代のブラステ ,ク製縄 と

2000年代の合成漆謡

リバテイアカデミー

▲次世代高楼塩こ材イ+の開発

オープンB8座「漆文化のはじまりと広がり」 2011年 7月 2日 (■)13100～ 17:OO

会場 明 治大学 リバティタワー BlF 1001教 三

添とは何か?(自 腰哲雄 理工学部応用化学科教授)縄 文時代の漆文化(同部芳郎 文学部史学地理学科教授)ア シアの漆文化(ヨ里正子

清添市美術館館長) 科 学の目から見る
よ
漆

立
の世界 (本多貴之 理 工■部応用化学科亭任議師)

■どなたても受議できます 受 講料¥1000 明 大生 リ バティアカデミー会員は無料 要 申込

濠アカデ ミー 「濠を知り、使つて楽しむ」 2011年 6～ 7月 のと曜日 15:00～ 16:30 全 6臨

6rH l漆の魅力 (宮願哲態 理工学部応用イヒ学科教授)6/18添 器製品の見方 買い方 (外山 徹 当盛学芸員)6/25江 戸の海器続 (追

川吉生 文字部森任講師)7,9喜 らしの器をフロデュースする (桐木泰― 輪島キリモト代表補佐)7/16漆 の弱点を考える (神谷嘉実

東京都立産業技術研究センター研究員)7/23漆 の年代と産地 (吉口邦夫 東 京大学総合研究博物館教授)

キ負謡には明治大学リバテイアカデミーヘの入会が必要となります (入会金Y0000)受 講料Y15000 要 申込

ロヨ座申込 問合売 明治大学り′ヽティアカデミー事務局 03‐ 3206‐4423 httpソ /academy metijp

口 ●

i:‐
 TE昂
早
ll

りMm明 治大学博物館
ME Jl uNlvERS,ヤ
r n  u  s  L  u  n l

(丸フ内線)徒 歩3分

往歩 10分

「

■
弔
Ｌ
■

″
　
一
一

4ヽ

8

1東京都千代田区神回駿河台 H」
TEL03‐3296-4448
1  h t t p〃

www m e , a c  i p / m  u s e u m /

奏遺機関

」R御茶ノ氷駅徒歩5分  地 下鉄御末フ水駅

地下鉄新御茶ノ水駅 (千代田線)そ定歩3分

地下鉄神保町駅 (新宿線 =回 線 半 蔵P弓線)
や 。■H● W■ 1印 '


